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論文内容の要旨

強磁性薄膜はその磁性に対する興味だけでなくフェライト磁心に代わるべき次代の電子計算機

の記憶素子として現在その研究および開発に多くの努力が払われている。この論文はパーマロイ

薄膜の磁化反転の機構を電気的およびカー磁気光学的な手段によって研究したものである。即ち

カー効果により磁化反転中の磁区構造の変化を直接観察し，さらに磁壁の移動速度を測定してい

る。また直交するこつの検出コイノレにより磁化反転中の誘起電圧波形から磁化ベクトルの軌跡を

求め準静的およびダイナミックな磁化反転過程において回転磁化と磁壁移動がどのように起るか

を調べた。さらに薄膜に特有の現像であり磁化の回転に付随して起る犠壁の嬬動運動およびクリ

ーピングについても実験をおこないその機構を検討している。そして可逆回転磁化により非破壊

的に磁束レベソレを読み出しうる薄膜アナログ記憶素子を提案してその動作特性および部分磁化反

転機構を詳しく調べた。

論文の審査結果の要旨

本論文は計算機記憶素子として使用されているパーマロイ磁性薄膜の磁化反転の機構に関する

もので，磁気光学的方法および誘起電圧波形などより磁化の反転の模様を観察し，回転磁化と磁

壁移動がどのように起るかを明らかにしたものである。まず，誘起電圧法では交叉した 2 組のコ

イルよりとり出した信号により磁化ベクトノレの軌跡を描かせ，回転磁化から磁壁移動へのうつり

かわりの模様を明らかにし，磁気光学的方法による観察から磁壁の易動度を求めて，膜から板に

なるにつれて制動の効果の生ずることを明らかにしている。次にパノレス磁界による磁壁移動を観

察し，困難軸方向への駆動による新しい形式の磁壁移動を見出している。
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